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 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

10 日（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

11 日（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

12 日（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

13 日（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 特活 

14 日（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 放課後 

※2年生全員、3年生ＤＳコースは長期職場体験実習二週目 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

10 日（月） 11 日（火） 12 日（水） 13 日（木） 14 日（金） 

ロコモコ 鯖唐揚げ 
あんかけ 

焼きそば 

豚ばら肉の 

野菜巻き 
水餃子 

※12 日（水）は朝食の日 

※今週の わたなべあけみ さん 

 

～今ある幸せに気付くことが、幸せの条件なのかも～ 

海の不思議 

 自分が一分間に何回呼吸をしているか数えたことがありますか？おおかた

12～24 回、平均すると 18回と言われています。実はこの 18と言う数字、一分

間に打ち寄せる波の数とだいたい同じなのです。18 を 2倍した 36 は人間の体

温、更に倍をした 72 は人間の脈拍数、更に倍は血圧数 144、更に倍はお腹の中

にいる日数 288 と、もちろん厳密な一致ではありませんが人間の周期は一分間

の波の数と同期、つまり海は命の源とされる所以なのですね。 

 

 そんな母なる海、人間の命をもたらす海は、時に人間の命を奪います。肺呼

吸の私たちは、水中では必要な酸素量を維持する呼吸法を持ち合わせていませ

ん。命の源の中で命を維持できないことはとても不思議なことです。でもそん

な海の中で生活をしているたくさんの魚たちは、私たちの貴重な栄養源として

私たちの命をつないでくれるありがたい存在です。 

 

 何事もそうなのかもしれませんね。ある部分だけ切り取って物事を見ると良

いと感じる何かも、違う部分を切り取ると悪い、しかしどちらももとは同じも

の…私たちは常に相反する異なる価値観が混在する中で生かされているので

す。表も裏も右も左もない、すべてが混在して一つの存在なのです。 

 

 悲しみは尽きません。しかし、私たちは与えられた命としっかり向き合って

いかなければならないのです。今を生きることでしか、亡き友の想いに報いる

ことはできません。誰かの為に生きる余裕など誰にもありませんよね。得意も

失意もこえてひたむきに。与えられたこの命を大切に、ひたむきに、ただひた

むきに生きる。君たちの今日が幸せでありますように。 


